
　
古
文
書
は
、
主
に
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た

村
の
公
式
な
文
書
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
村
役

場
が
な
か
っ
た
た
め
、
古
文
書
は
村
や
組
の
役

人
を
務
め
た
家
に
伝
来
し
て
い
た
り
、
役
人
を

務
め
て
い
な
い
家
で
も
、
控
え
を
保
管
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
記
な
ど
の
私
文

書
も
、
村
の
出
来
事
や
災
害
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
は
、

現
代
の
私
た
ち
や
未
来
の
人
た
ち
が
当
時
の
地

域
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
一
点
も
の

の
大
事
な
資
料
で
す
の
で
、
将
来
に
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
古
文
書
は
、
ど
の
お
宅
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
家
の
片
付
け
や
、
土

蔵
な
ど
の
整
理
の
際
に
、
気
付
か
ず
に
捨
て
て
し

ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
度
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
泥
や
砂
が
付
着
し
た
り
、
カ
ビ
な
ど
が
発
生

し
て
い
て
も
、
適
切
な
処
置
を
行
う
こ
と
で
ま

た
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
貴

重
な
材
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
汚
れ
て
い
て
も
安

易
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
で
古
文
書
を
発
見
し
た
り
、
保
管
に
関

す
る
相
談
な
ど
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　教
育
文
化
課
文
化
財
係
（
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
８
２―

１
１
０
９

身
近
な
文
化
財
「
古
文
書
」
を
捨
て
な
い
で
！

第
11
回
お
守
り
刀
展
覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
９
月
２
日
（
土
）、
中
心
市
街
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
お
守
り

刀
展
覧
会
実
行
委
員
会
、
全
日
本
刀

匠
会
、
町
、
鉄
の
展
示
館
、（
一
社
）

林
原
美
術
館
主
催
に
よ
る
「
第
11
回

お
守
り
刀
展
覧
会
」
の
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
刀
身
、
外
装
、
研
磨
の
各
部
門
が

一
堂
に
会
し
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

刀
身
の
部
で
町
内
在
住
で
宮
入
刀
匠

の
一
門
で
あ
る
宮
入
陽
さ
ん
が
坂
城

町
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

坂
城
町
の
小
学
校
合
同
金
管
バ
ン
ド
部

　
　
　
　「さ
か
き
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
」
　銀
賞
受
賞

　
坂
城
町
の
小
学
校
合
同
金
管
バ
ン

ド
部
「
さ
か
き
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
」

が
第
35
回
長
野
県
小
学
校
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
で

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
賞
を
獲
得

し
、
９
月
23
日
（
土
）
に
岐
阜
県
土

岐
市
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
東
海
小

学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場

し
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
（
木
）
は
、
部
長
と
副

部
長
の
２
人
が
県
大
会
結
果
と
東
海

大
会
出
場
の
報
告
の
た
め
、
町
長
を

表
敬
訪
問
し
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

11 月１日
～７日は
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